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田 村 貴 く自治医大 ･庄)
3.ニホンザルにおけるゴナドトロピンの分泌調
節
野 崎 真 澄 (京大･EB長研)
4.交尾中のオスラット視索前野のニューロン活
動
下 河 内 捻 く阪大 ･人科)
5. サル性行動の神経機構
大 村 裕 (九大 ･医)
6. 日本猿中枢の性ステロイドホルモン受容性
加 藤 唄 三 (山梨医大 ･産)
7.皮質 ･視床下部間の線維連絡について
金 閑 毅 (九大 ･医)
今回の研究会は中枢について研究を行なってい
る人々が一堂に会し.活発な意見交換を行なった｡
井上は生殖腺摘除のニホンザルに.既知迫の性
ホルモンをプログラム注入しながら.血中のゴナ
ドトロピン壷を測定することを試み.性ホルモン
の脳に対するフィードバック効果を解析した｡
田村は.血中PRIJ値を低下させるBromocrip-
tine(BCT)を臨床的に, 下垂体性の無排卵症
に投与し.PRL.エストラジオール動態との関
係を調べ紹介した｡
野崎は.免疫組織学的にニホンザルにおけるLH
RH脳内分布を検討,さらに筑波詔長頬センターの
吉田高志の開発したRRA法による血中ゴナドト
ロピンの測定について紹介した｡
下河内は.雄ラットの内側視索前野のニューロ
ンが.マウント直前に発大頻度を増すことを見出
し.そのMPOのニューロン群を逆に刺激するこ
